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研究成果の概要（和文）：本研究は基課題から続く一連の研究である。古代マヤ文明圏各地の古人骨を同一の方
法論で研究することで、各地域、時代に存在した特徴的な移民動態が示唆された。広域で多くの資料を対象に移
民動態にまつわる安定同位体比を計測した研究は前例が少なく、本研究のロウデータそのものが今後のさまざま
な研究のリファレンスになりうるものである。また移民動態に伴う多民族性や、多民族性と国家論など、古人骨
の分析結果を考古議論として直接昇華する場合、まずもって古人骨の出土状況を詳細に吟味する必要がある。そ
のための新たな学問分野であるアーキオタナトロジーの理論に基づいた事前の分析が極めて重要であることが確
認された。

研究成果の概要（英文）：This study is a continuing study from the original project. We studied a 
multi-regional sample of archaeological skeletons from the broad Maya area and suggested the 
presence of their specific migration dynamics for each region and period. The stable isotope ratios 
related to the migration dynamics were measured in a large sample, and our raw results can serve as 
a reference for future studies. Furthermore, we confirmed the importance of "archaeothanatology," a 
new discipline that examines burial context to reconstruct all the processes where the bodies have 
been converted into skeletons. Archaeological theories, such as migration dynamics, multi-ethnicity,
 and state formation, can be discussed through the skeletal remains. However, it is necessary to 
examine their excavation contexts in detail for the first base on the archaeothanatology.

研究分野：古代メソアメリカにおける考古人骨研究

キーワード： 骨考古学　バイオアーキオロジー　古代マヤ文明　移民動態　安定同位体　Archaeothanatology　Human
 Taphonomy
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研究成果の学術的意義や社会的意義
昨今古人骨の研究は従来的な巨視的アプローチを飛び越え、安定同位体の分析などいわゆる「理系」の分析方法
を取り入れることが一般的になっている。安定同位体の分析と併用して運用されることの多いパレオゲノムの研
究などは、過去数年で飛躍的な進歩を遂げている。しかし、そういった特殊な分析の成果を考古学的に適切に解
釈するためには、まずもって発掘現場に立ちかえる必要がある。遺物の出土状況という考古学の基礎に立ち返
り、それをよく理解した上でないと、解釈を誤る可能性が提示された。これは今後多くの古人骨研究の礎となる
べき知見である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究『古代マヤ文明周縁域における超広域考古人骨研究』は、平成 29 年度に採択された若
手研究（Ｂ）『古代マヤ文明南西周縁域の広域考古人骨研究』と同様の方法論をもって、古代マ
ヤ文明圏の古人骨研究をより広域に拡大し、時空間を超えたさまざまな軸で比較検討を試みる
研究である。若手研究の完了以前に申請が行われ、若手研究を『基課題』として捉えた上、そ
の研究を継続する一連の研究として開始された。 
 
申請時から現在も続く一般的な傾向として、古代マヤ文明の考古学的研究は各遺跡の発掘を行
う調査団内で完結してしまうことが多い。人骨も含め、ある物質文化の特徴や変化を直接広域
にわたって検討する研究例は極めて少なく、広域での比較検討は各調査団が各国政府機関に提
出する報告書や書籍、論文等を参照するなどして、間接的な方法でしか実現できないのである。
本研究はそういった状況下、近年著しい発展を遂げた安定同位体によるヒトの移動の研究を中
心に、頭蓋変形や歯牙装飾など文化的肉体変工によるエスニシティの研究と、詳細な考古コン
テクストに検証を組み合わせ、『移民動態』『多民族性』を基軸とした古代マヤ文明圏の超広域
における直接比較研究を目指した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、基課題である若手研究よりもさらに先行する研究代表者の博士研究で得られた『移
民動態とそれに伴って揺れ動く民族性が、古代マヤ文明圏における国家の形成と発達、衰退に
大きな影響を与えた』という特定の時代の一地方の知見を、より広域の資料を持って検証する
ことを目的とした。 
 
しかし、本研究を国際共同研究たらしめた重要な国際会議において、後述する『アーキオタナ
トロジーの積極的な導入、活用』、『あらゆる考古人骨研究は発掘現場から始めるべき』という
全ての考古人骨研究の根本にかかわる重大な成果、見解が得られたため、上記の研究開始当初
に考えていた目的の達成は部分的と言わざるを得ない。他方、これは今後当初目的をさらによ
り適切に追求していくための重要なパラダイムになったと考えている。 
 
３．研究の方法 
 
古人骨の歯牙エナメル質を分析し得られた（分析は共同研究者のウィスコンシン大学T. Douglas 
Price 名誉教授が担当）ストロンチウム、酸素を中心とした安定同位体比を統計的に処理し、先
行研究が報告する在地の値（ベースラインデータ）と比較することで、在地民、移入民を識別
する。その後、それぞれの個体の巨視骨学的な特徴（基礎ライフデータ：性別、死亡時年齢、
文化的肉体変工の有無と様式、骨格系や歯牙に見られるさまざまな病変など）と出土コンテク
スト、共伴遺物を照らし合わせることで、古代マヤ世界を渡り歩いた移民たちの個人プロフィ
ールを復元し、各地で彼らを受け入れた在地民たちのそれと対比する。これによって古代マヤ
文明圏の各地における移民動態を考察する。 
 
本研究における広域研究方法 
 
上記の基礎的な研究方法に基づいて、各地で新たに考
古人骨群を鑑定、分析する。その後、基課題で取り扱
ったグアテマラ南海岸地方で得られた移民動態、民族
性の様相と照らし合わせ、地域や時代に応じた違い、
その特徴を総合的に考察する。 
 
本研究で広域研究の比較対象となった資料 
 
メキシコ、チアパス州、パレンケ遺跡、第４グループ 
（右図参照） 
 
l 先行する博士研究で先述した知見が得られたホン

ジュラス、コパン遺跡、9L-22、9L-23 グループ（通
称ヌニェス・チンチージャグループ）と同じく、
マヤ文明の最盛期とされる古典期を中心に栄えた
大都市の中枢部に近い大規模住居趾群であり、
9L-22、9L-23 グループと同規模の古人骨群が出土
している。文明圏を横断した共時比較の対象とし
て最適な資料と考えられた。 マヤ文明圏略図 



 

 

 
l 一方で、基課題のグアテマラ南海岸地方とは遠く離れており、考古学的にも直接の接点も

論じられていない。また時期的にも 400-500年程度の開きがある。そのため、両者間の比
較は文明圏全体を通時的に俯瞰で見た概括的な見解を議論していく端緒となると考えら
れた。 

 
本研究が『国際共同研究』である必要があった最終的な議論の場の設定 
 
本研究が若手研究から研究を継続する基盤研究ではなく、『国際共同研究』という特殊な枠組み
である必要があった最大の特徴は、古代マヤ文明圏の考古人骨研究をリードする世界的な研究
者であるユカタン自治大学の Vera Tiesler 教授と共に、それまで積み重ねた基課題から本研究に
至る一連の研究成果を深く、徹底的に議論することである。そのための場を、古代マヤ文明圏
における考古人骨研究の最大の拠点の一つであるメキシコ、ユカタン州、メリダ市に設定した。
当地の言語であるスペイン語を公用語とし、現地の学生や研究者にも広く門戸を開き、Tiesler
教授の協力もあって、研究開始当初予定していた規模をはるかに超える世界中の研究者の参加
を得ることができた。 
 
以下は当初予定されていた国際共同研究者以外の国際会議の主要な参加者の一覧である。 
 
Gregory Pereira 教授（パリ第一大学、フランス） 
John Verano 教授（テュレーン大学、米国） 
Oswaldo Chinchilla 准教授（エール大学、米国） 
Andrew Scherer 准教授（ブラウン大学、米国） 
James Chatters 氏（Applied Paleoscience 社、米国） 
Cristina Vidal 教授（バレンシア大学、スペイン） 
Tom Booth 氏（ロンドン自然史博物館、英国） 
Linda R. Manzanilla 教授（メキシコ国立自治大学、メキシコ） 
Raúl Barrera 氏（テンプロマヨール発掘調査団、メキシコ） 
 
４．研究成果 
 
第１の成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パレンケ第４グループ及び衛星都市チニキハの考古人骨群におけるストロンチウム同位体比、
酸素同位体比の散布図。現地政府機関にも同様のデータを提出 
 
先行する博士研究で得た古典期コパンの 9L-22、9L-23 グループの移民動態と、基課題の若手研
究で得られた先古典期終末期グアテマラ南海岸における移民動態と、続く本研究で得られた古
典期パレンケ第４グループの移民動態は、それぞれ全く異なる様相のものであった。これがま
ずもって特筆に値する研究成果である。古典期コパンでは非常にばらつきの大きい同位体比が
得られ、マヤ文明圏内外の非常に多様な地域からの移民が示唆されたのに対し（87Sr/86Sr：標
準偏差=0.0012、d18O：標準偏差=1.4）、南海岸では同位体比のばらつきは限られており
（87Sr/86Sr：標準偏差=0.0005、d18O：標準偏差=0.48）、その特徴からは同じ南海岸地域内での
移民、グアテマラ高地、あるいは代替案としてホンジュラス西部からの移民のみが考察された。
一方で、本研究の直接の成果であるパレンケ第４グループでは、南海岸よりもさらに限られた
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ばらつきが認められた（87Sr/86Sr：標準偏差=0.0003、d18O：標準偏差=0.4）。近郊の衛星都市チ
ニキハと頻繁に交流があったことやグアテマラ南海岸では認められなかったユカタン半島から
の移民が認められたことが特筆に値する。 
 
マヤ文明圏全体で特徴的な移民動態が存在したというよりは、地域や時代に即した移民動態が
認められ、博士研究で取り扱ったマヤ文明圏南東部のコパンの突出した『多民族性』がより際
立つ成果となった。 
 
第２の成果  
 
上記のような同位体比の考古学的な解釈におけるアーキオタナトロジーの積極的な導入、活用
は本研究の最大の成果と言える。アーキオタナトロジー（Archaeothanatology）とは本国際共同
研究の主要な共同研究者であるフランス、ボルドー大学 Henri Duday 教授によって提唱された
新たな研究分野であり、あらゆる古人骨の研究、解釈を発掘現場に立ち返って行うことを求め
ている。人体の腐敗過程やそこに作用するあらゆる自然現象を踏まえつつ、出土時の細かい遺
骨の一つ一つの位置関係を丁寧に検証することで、考古人骨を単なる白骨として捉えるのでは
なく、元々の肉体として捉える。そして、埋葬における儀礼的な行為から肉体の腐敗を経て、
考古学者が発掘した埋葬コンテクストが形成されるまでの全プロセスを考察するのである。 
 
これは国際共同研究を開始した当初の計画ではそれほど重要視をされてこなかった視点であり、
本研究が国際共同研究として、さまざまな知見を持つ多様な研究者とともに議論されたからこ
そ得られたまさに新たな展望である。上記の国際会議において、博士研究から基課題、本研究
に至る一連の研究を議論する際、先述したコパンの『多民族性』について提議した。そこで「埋
葬同士の数年、あるいは最低でも数十年単位での共時性を客観的に証明できない以上、『多民族
性』という概念は不適切ではないか」という批判を得た。しかし、Duday 教授直々のワークシ
ョップによって埋葬発掘時の写真や図面をアーキオタナロジー理論に基づき詳細に分析するこ
とによって、幾つかの埋葬において、腐敗のプロセスを一部、あるいは全部共有する、つまり
完全な共時埋葬というケースを証明することができた。これは同位体比によって示された出身
地を大きく異にする個体同士、または文化的肉体変工の特徴が異なる（つまりエスニシティに
ついて異なる認識を持っていた可能性のある）個体同士が、同時期、同世帯に確実に暮らして
いた、つまり『多民族性』が存在していたことを議論するための十分な科学的な根拠と言える。 
 
この一連の分析、議論によって本研究の最終的な着地点は当初の予定からは大きく異なるもの
となった。あらゆる古人骨から得られたあらゆる所見の考古学的な解釈の前に、アーキオタナ
トロジーの分析をまず行う必要性が全面に押し出されたのである。近年技術革新が進む放射性
同位体の分析をもってしても、数ヶ月あるいは数日の同時期性を同定することはできない。そ
のため、やはり、考古人骨の研究はまず現場に立ちかえらなければならないのである。それが
安定同位体の研究や昨今飛躍的な進歩を遂げたパレオゲノムのような、いわゆる「理系」の分
析であったとしても、発掘現場の詳細な理解が伴わなければ研究は成立しない。この提言が本
国際共同研究から得られた最大の成果とも言える知見である。 
 
研究期間の後半を直撃したコロナ禍によって二度の延長を経た国際共同研究であったが、この
国際会議の内容（第２の成果）については、特にアーキオタナトロジーに焦点を絞った数少な
い総説論集として 400 ページを超える書籍を編集した。会議の公用語であったスペイン語を採
用し、2021 年末にパリ第一大学の傘下にある CEMCA（Centro de Estudios Mexicanos 
Centroamericanos）と岡山大学文明動態学研究所の共同出版として刊行された。国内での有料販
売は行わないが、今後 CEMCAを介してフルカラーのデジタル版が無料で頒布される予定であ
る。多くの研究者に活用されることを期待したい。 
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